
(57)【要約】
【課題】常温下で従来より高濃度の石鹸を含有する液状又は流動状の石鹸組成物及びその
製造方法を提供する。
【解決手段】石鹸を 35重量％以上含有する、常温で液状又は流動性を有する石鹸組成物。
この石鹸組成物を製造する方法であって、  (i)　脂肪酸と、低級一価アルコール、多価ア
ルコール及び多価アルコールエーテルからなる群より選ばれる少なくとも１種の溶剤とア
ルカリとを混合することにより脂肪酸をケン化する工程と、 (ii)　工程 (i)で得られた混
合液の溶剤濃度を１～ 35重量％に調整する工程とを含む方法。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
石 鹸 を 35重 量 ％ 以 上 含 有 す る 、 常 温 で 液 状 又 は 流 動 性 を 有 す る 石 鹸 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ
る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 を １ ～ 35重 量 ％ 含 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
少 な く と も １ 種 の 低 級 一 価 ア ル コ ー ル か ら な る 溶 剤 を １ ～ 35重 量 ％ 含 有 す る 請 求 項 １ に 記
載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶
剤 を 1～ 35重 量 ％ 含 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
石 鹸 を 構 成 す る 脂 肪 酸 の 65重 量 ％ 以 上 が 不 飽 和 脂 肪 酸 で あ る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に
記 載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
石 鹸 を 構 成 す る 対 カ チ オ ン の 65モ ル ％ 以 上 が カ リ ウ ム イ オ ン で あ る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず
れ か に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
(i)  脂 肪 酸 と 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル か ら
な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 と 、 ア ル カ リ と を 混 合 す る こ と に よ り 脂 肪 酸 を
ケ ン 化 す る 工 程 と 、
(ii)　 工 程 (i)で 得 ら れ た 混 合 液 の 溶 剤 濃 度 を １ ～ 35重 量 ％ に 調 整 す る 工 程 と
を 含 む 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
工 程 (i)に お い て 、 脂 肪 酸 と 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル
エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 と を 混 合 す る と 同 時 又 は そ の 後 に
、 こ の 混 合 物 に ア ル カ リ を 混 合 す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
工 程 (i)に お い て 、 溶 剤 を 脂 肪 酸 に 対 し て 25～ 150重 量 ％ 使 用 す る 請 求 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の
石 鹸 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 高 濃 度 の 石 鹸 組 成 物 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。 本 発 明 は 、 特 に 、 手 洗 い 石 鹸
、 ボ デ ィ シ ャ ン プ ー 、 ヘ ア シ ャ ン プ ー あ る い は 台 所 用 液 体 石 鹸 や 衣 料 用 液 体 石 鹸 な ど と し
て 用 い る た め の 高 濃 度 の 石 鹸 組 成 物 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 液 体 石 鹸 の 調 製 に 供 す る 石 鹸 と し て は 、 水 へ の 高 い 溶 解 性 を 確 保 し 固 化 を 防 ぐ た め
に 、 対 カ チ オ ン が カ リ ウ ム イ オ ン 又 は ア ミ ン 塩 等 で あ り 、 脂 肪 酸 が 短 鎖 飽 和 脂 肪 酸 の ラ ウ
リ ン 酸 （ C 1 2 ） で あ る も の が 主 に 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 こ の よ う な 、 そ れ 自 体 水 へ の 溶 解 性 の 高 い 石 鹸 を 用 い る 場 合 で も 、 35重 量 ％ 程 度
よ り 高 濃 度 の 石 鹸 を 含 有 す る 液 体 石 鹸 を 製 造 す る の は 困 難 で あ る 。 特 に 、 冬 季 の 気 温 の 低
下 に よ り 、 ゲ ル 化 又 は 結 晶 の 析 出 が 生 じ る た め 、 実 用 上 十 分 に 液 状 又 は 流 動 性 を 保 つ こ と
が で き る 高 濃 度 の 液 体 石 鹸 を 調 製 す る の は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う に 、 石 鹸 は 水 へ の 溶 解 度 が 合 成 洗 剤 よ り 低 い た め に 、 液 体 石 鹸 と し て 市 販 す る 際
に 容 器 が 大 き く な り 、 そ の 分 輸 送 及 び 保 管 コ ス ト が 高 く な る 。 従 っ て 、 常 温 で 高 濃 度 の 石
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鹸 を 含 有 す る 液 状 又 は 流 動 状 の 石 鹸 組 成 物 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
な お 、 特 許 文 献 １ ～ ３ に は 、 洗 浄 剤 成 分 が 35重 量 ％ 以 上 で あ る 液 体 洗 浄 剤 が 記 載 さ れ て い
る が 、 こ れ ら は 全 て 石 鹸 と 合 成 洗 浄 剤 と の 混 合 組 成 物 で あ り 、 他 の 洗 浄 剤 成 分 を 含 ま ず 石
鹸 濃 度 が 35重 量 ％ 以 上 の 液 状 又 は 流 動 性 を 有 す る 石 鹸 組 成 物 は 存 在 し な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 09-227359（ 請 求 項 １ 等 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 09-227358（ 請 求 項 １ 等 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 09-087671（ 請 求 項 １ 等 ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 常 温 下 で 従 来 よ り 高 濃 度 の 石 鹸 を 含 有 す る 液 状 又 は 流 動 状 の 石 鹸 組 成 物 及 び そ
の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 主 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 者 は 研 究 を 重 ね 、 以 下 の 知 見 を 得 た 。
▲ １ ▼ 　 常 温 で 液 体 状 又 は 流 動 状 の 石 鹸 組 成 物 に お い て 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル
コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 を 含 有
さ せ る こ と に よ り 、 石 鹸 の 結 晶 化 又 は ゲ ル 化 を 防 止 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 石 鹸 濃 度
を 35重 量 ％ 以 上 の 高 濃 度 に す る こ と が で き る 。
▲ ２ ▼ 　 石 鹸 を 構 成 す る 脂 肪 酸 と し て 、 結 晶 性 の 高 い 飽 和 脂 肪 酸 の 使 用 比 率 を 少 な く し 、
融 点 の 低 い 不 飽 和 脂 肪 酸 の 使 用 比 率 を 高 め る こ と に よ り 、 液 状 又 は 流 動 状 を 保 ち つ つ 石 鹸
濃 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
▲ ３ ▼ 　 脂 肪 酸 を ア ル カ リ を 用 い て ケ ン 化 す る こ と に よ り 、 石 鹸 を 35重 量 ％ 以 上 含 有 す る
液 体 状 又 は 流 動 状 の 石 鹸 組 成 物 を 製 造 す る に 当 た っ て は 、 高 濃 度 の 脂 肪 酸 と ア ル カ リ と を
混 合 す る と 、 高 濃 度 の 石 鹸 が 生 じ て 反 応 液 が ゲ ル 化 し 、 撹 拌 が 困 難 に な る 。 脂 肪 酸 を ア ル
カ リ を 用 い て ケ ン 化 す る に あ た り 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ
ー ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 を 反 応 液 に 添 加 し て お く こ と
に よ り 、 反 応 液 の ゲ ル 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 前 記 知 見 に 基 づ き 完 成 さ れ た も の で あ り 、 以 下 の 石 鹸 組 成 物 及 び そ の 製 造 方 法 を
提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
項 １ ． 　 石 鹸 を 35重 量 ％ 以 上 含 有 す る 、 常 温 で 液 状 又 は 流 動 性 を 有 す る 石 鹸 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ３ 】
項 ２ ． 　 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ
り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 を １ ～ 35重 量 ％ 含 有 す る 項 １ に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ４ 】
項 ３ ． 　 少 な く と も １ 種 の 低 級 一 価 ア ル コ ー ル か ら な る 溶 剤 を １ ～ 35重 量 ％ 含 有 す る 項 １
に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ５ 】
項 ４ ． 　 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も
１ 種 の 溶 剤 を 1～ 35重 量 ％ 含 有 す る 項 １ に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ６ 】
項 ５ ． 　 石 鹸 を 構 成 す る 脂 肪 酸 の 65重 量 ％ 以 上 が 不 飽 和 脂 肪 酸 で あ る 項 １ か ら ４ の い ず れ
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か に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ７ 】
項 ６ ． 　 石 鹸 を 構 成 す る 対 カ チ オ ン の 65モ ル ％ 以 上 が カ リ ウ ム イ オ ン で あ る 項 １ か ら ５ の
い ず れ か に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ８ 】
項 ７ ． 　 (i)  脂 肪 酸 と 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー
テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 と 、 ア ル カ リ と を 混 合 す る こ と に よ り
脂 肪 酸 を ケ ン 化 す る 工 程 と 、
(ii)　 工 程 (i)で 得 ら れ た 混 合 液 の 溶 剤 濃 度 を １ ～ 35重 量 ％ に 調 整 す る 工 程 と
を 含 む 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ １ ９ 】
項 ８ ． 　 工 程 (i)に お い て 、 脂 肪 酸 と 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア
ル コ ー ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 と を 混 合 す る と 同 時 又 は
そ の 後 に 、 こ の 混 合 物 に ア ル カ リ を 混 合 す る 項 ７ に 記 載 の 石 鹸 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
項 ９ ． 　 工 程 (i)に お い て 、 溶 剤 を 脂 肪 酸 に 対 し て 25～ 150重 量 ％ 使 用 す る 項 ７ 又 は ８ に 記
載 の 石 鹸 組 成 物 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。

本 発 明 の 石 鹸 組 成 物 は 、 石 鹸 を 、 組 成 物 全 体 に 対 し て 35重 量 ％ 以 上 含 有 す る 、 常 温 （ 20～
25℃ ） で 液 状 又 は 流 動 性 を 有 す る 石 鹸 組 成 物 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 に お い て 石 鹸 と は 、 脂 肪 酸 の 塩 を い う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の 石 鹸 組 成 物 は 、 石 鹸 を 36重 量 ％ 以 上 、 特 に 38重 量 ％ 以 上 、 さ ら に 特 に 41重 量 ％ 以
上 含 有 す る も の で あ る こ と が 好 ま し い 。 石 鹸 含 有 量 の 上 限 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常
65重 量 ％ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 に お い て 、 常 温 （ 20～ 25℃ ） で 液 状 で あ る か 否 か は 、 「 危 険 物 確 認 試 験 実 施 マ ニ ュ
ア ル 」 （ 新 日 本 法 規 出 版 株 式 会 社 、 平 成 ２ 年 ５ 月 18日 発 行 ） の 第 91～ 92頁 に 記 載 の 方 法 に
準 じ て 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 常 温 （ 20～ 25℃ ） で 流 動 性 を 有 す る か 否 か は 、 底 面 が 直 径 15mmの 円 形 を し た 20グ ラ ム
の 分 銅 を 被 験 石 鹸 組 成 物 上 に 載 せ 、 5分 後 に １ mm以 上 沈 む も の を 流 動 性 あ り と 判 定 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 石 鹸 組 成 物 は 各 成 分 が 均 一 に 溶 解 し て お り 、 微 小 な 結 晶 な ど の 不 溶 物 は 認 め ら れ
な い こ と が 好 ま し い 。

本 発 明 の 石 鹸 組 成 物 は 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ
ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 を １ 重 量 ％ 以 上 含 有 す る こ と が 好 ま し く
、 こ れ に よ り 、 石 鹸 組 成 物 を 液 状 又 は 流 動 性 を 有 す る 状 態 に 保 ち つ つ 、 石 鹸 濃 度 を 35重 量
％ 以 上 の 高 濃 度 に す る こ と が で き る 。 上 記 溶 剤 の 濃 度 は 、 特 に 3重 量 ％ 以 上 で あ る こ と が
好 ま し く 、 さ ら に 特 に 5重 量 ％ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
溶 剤 濃 度 は 、 揮 発 に よ る 組 成 変 化 あ る い は 高 濃 度 配 合 に よ る 製 造 原 価 の 高 価 格 化 を 防 ぐ 理
由 で 、 通 常 35重 量 ％ 以 下 、 特 に 33重 量 ％ 以 下 、 さ ら に 特 に 32重 量 ％ 以 下 と す る こ と が 好 ま
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し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
低 級 一 価 ア ル コ ー ル と し て は 、 炭 素 数 １ ～ ３ の 脂 肪 族 一 価 ア ル コ ー ル が 挙 げ ら れ る 。 炭 素
数 １ ～ ３ の 脂 肪 族 一 価 ア ル コ ー ル と し て は 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 ノ ル マ ル プ ロ ピ ル
ア ル コ ー ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル が 挙 げ ら れ る 。 特 に 、 沸 点 の 点 か ら 、 エ タ ノ ー ル 、
ノ ル マ ル プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 、 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル が 好 ま し く 、 臭 気 及 び 毒 性 が な い
点 で エ タ ノ ー ル が よ り 好 ま し い 。 低 級 一 価 ア ル コ ー ル は １ 種 を 単 独 で 又 は ２ 種 以 上 混 合 し
て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
多 価 ア ル コ ー ル 又 は 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル と し て は 、 炭 素 数 ２ ～ ９ の 脂 肪 族 多 価 ア ル コ
ー ル 又 は 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル が 好 ま し い 。 こ の よ う な 多 価 ア ル コ ー ル 又 は 多 価 ア ル コ
ー ル エ ー テ ル と し て 、 例 え ば 以 下 の a)～ d)の 化 合 物 が 挙 げ ら れ る 。

エ チ レ ン グ リ コ ー ル ； ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 テ ト ラ エ チ レ ン
グ リ コ ー ル の よ う な ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ； プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ； ジ プ ロ ピ レ ン グ リ
コ ー ル 、 ト リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル の よ う な ポ リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ； 1,3－ ブ チ レ ン
グ リ コ ー ル 、 1,4－ ブ チ レ ン グ リ コ ー ル の よ う な ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル

グ リ セ リ ン 、 ジ グ リ セ リ ン 、 ト リ グ リ セ リ ン

エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ エ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ
レ ン グ リ コ ー ル モ ノ イ ソ プ ロ ピ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ノ ル マ ル プ ロ ピ ル エ
ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル の よ う な エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ エ ー テ
ル ；
ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ エ チ ル エ ー テ ル 、
ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ イ ソ プ ロ ピ ル エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ノ ル マ ル プ
ロ ピ ル エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル の よ う な ジ エ チ レ ン グ リ コ ー
ル モ ノ ア ル キ ル エ ー テ ル ；
ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ エ チ ル エ ー テ
ル 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ イ ソ プ ロ ピ ル エ ー テ ル 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ノ
ル マ ル プ ロ ピ ル エ ー テ ル の よ う な ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ア ル キ ル エ ー テ ル ；
テ ト ラ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ エ チ ル エ ー テ ル 、
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ イ ロ プ ロ ピ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ノ ル マ ル プ
ロ ピ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル の よ う な プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー
ル モ ノ ア ル キ ル エ ー テ ル

エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ メ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ エ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン
グ リ コ ー ル ジ イ ソ プ ロ ピ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ ノ ル マ ル プ ロ ピ ル エ ー テ ル の
よ う な エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ エ ー テ ル ；
ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ メ チ ル エ ー テ ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ エ チ ル エ ー テ ル の よ う
な ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ ア ル キ ル エ ー テ ル ；
プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ メ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ エ チ ル エ ー テ ル 、 プ ロ
ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ イ ソ プ ロ ピ ル エ ー テ ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル ジ ノ ル マ ル プ ロ ピ ル エ ー
テ ル の よ う な プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ エ ー テ ル ；
ジ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ メ チ ル エ ー テ ル の よ う な ジ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ジ ア ル キ ル エ
ー テ ル 、 グ リ セ リ ン ト リ メ チ ル エ ー テ ル 、 ジ グ リ セ リ ン ト リ メ チ ル エ ー テ ル な ど 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル は １ 種 を 単 独 で 又 は ２ 種 以 上 を 混 合 し て 使 用
で き る 。
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a)グ リ コ ー ル ・ ポ リ グ リ コ ー ル

b)グ リ セ リ ン 類

c)グ リ コ ー ル モ ノ ア ル キ ル エ ー テ ル ・ ポ リ グ リ コ ー ル モ ノ ア ル キ ル エ ー テ ル

d)グ リ コ ー ル ポ リ ア ル キ ル エ ー テ ル ・ ポ リ グ リ コ ー ル ポ リ ア ル キ ル エ ー テ ル



【 ０ ０ ３ １ 】
特 に 、 グ リ コ ー ル 又 は ポ リ グ リ コ ー ル が 好 ま し い 。 溶 剤 の 分 子 量 が 高 い と 、 所 定 の 石 鹸 溶
解 補 助 効 果 を 得 る た め に 大 量 に 添 加 す る こ と を 要 し 、 そ の 分 石 鹸 濃 度 が 低 下 し て し ま う 。
従 っ て 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 1,3－ ブ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 1,4－
ブ チ レ ン グ リ コ ー ル 等 の 炭 素 数 ２ ～ ４ の グ リ コ ー ル 又 は ポ リ グ リ コ ー ル が よ り 好 ま し い 。
エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
溶 剤 は 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル の み を 使 用 し て も よ く 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び ／ 又 は 多 価 ア ル
コ ー ル エ ー テ ル の み を 使 用 し て も よ く 、 又 は 、 両 者 を 混 合 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
溶 剤 と し て 少 な く と も １ 種 の 低 級 一 価 ア ル コ ー ル を 使 用 す る 場 合 は 、 石 鹸 組 成 物 中 に １ ～
35重 量 ％ 程 度 、 特 に 3～ 30重 量 ％ 程 度 、 さ ら に 特 に 5～ 28重 量 ％ 程 度 含 有 さ せ る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
低 級 一 価 ア ル コ ー ル は 、 分 子 量 が 小 さ い た め 、 所 定 の 石 鹸 溶 解 補 助 効 果 を 得 る の に そ れ ほ
ど 高 濃 度 で 使 用 す る 必 要 が な く 、 十 分 に 高 濃 度 の 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ る 点 で 好 ま し い 。 し
か し 、 ア ル コ ー ル は 引 火 性 を 有 す る た め 、 台 所 の よ う な 火 を 使 う 場 所 で 余 り に 高 濃 度 の 低
級 一 価 ア ル コ ー ル を 含 む 液 状 石 鹸 を 用 い る こ と は 好 ま し く な い 。 ま た 、 後 述 す る 石 鹸 組 成
物 の 製 造 方 法 に お い て 、 脂 肪 酸 を ア ル カ リ で ケ ン 化 す る 際 に は 、 ゲ ル 化 を 防 止 し 、 粘 度 を
低 下 さ せ て 反 応 液 の 撹 拌 を 容 易 に す る た め に 溶 剤 を 添 加 す る が 、 高 濃 度 の 低 級 一 価 ア ル コ
ー ル を 存 在 さ せ る と ケ ン 化 時 の 中 和 熱 で ア ル コ ー ル が 揮 発 し 、 火 災 を 招 く 恐 れ が あ る と と
も に 、 ア ル コ ー ル の ロ ス が 生 じ る 。 従 っ て 、 石 鹸 組 成 物 中 の 低 級 一 価 ア ル コ ー ル の 濃 度 が
余 り に 高 い の は 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 溶 剤 と し て 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少
な く と も １ 種 を 使 用 す る 場 合 は 、 石 鹸 組 成 物 中 に １ ～ 35重 量 ％ 程 度 、 特 に 5～ 35重 量 ％ 程
度 、 さ ら に 特 に 10～ 35重 量 ％ 程 度 の 濃 度 で 含 ま せ る こ と が 好 ま し い 。 多 価 ア ル コ ー ル 又 は
多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル は 、 引 火 は 生 じ 難 い が 、 分 子 量 が 大 き い 分 、 所 定 の 石 鹸 溶 解 補 助
効 果 を 得 る た め に 比 較 的 高 濃 度 に 存 在 さ せ る 必 要 が あ る 。 そ の た め 高 濃 度 で 使 用 せ ざ る を
得 ず そ の 分 石 鹸 濃 度 を 上 げ る こ と が で き な い と い う 難 点 が あ る 。 上 記 濃 度 範 囲 で あ れ ば こ
の よ う な 問 題 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 記 の 低 級 一 価 ア ル コ ー ル の 利 点 と 多 価 ア ル コ ー ル 又 は 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル の 利 点 と
を 兼 ね 備 え た 石 鹸 組 成 物 と す る た め に は 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル の 一 部 を 多 価 ア ル コ ー ル 及
び ／ 又 は 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル で 代 替 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
低 級 一 価 ア ル コ ー ル と 多 価 ア ル コ ー ル 及 び ／ 又 は 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル と の 比 率 は 、 重
量 比 で 、 １ ： 0.5～ 20程 度 、 特 に １ ： 1～ 10程 度 と す る こ と が 好 ま し い 。 い ず れ に し て も 石
鹸 組 成 物 中 の 溶 剤 濃 度 が 全 体 と し て １ ～ 35重 量 ％ と な る よ う に 各 溶 剤 の 濃 度 を 調 整 す る 。

従 来 、 液 体 石 鹸 に 供 さ れ る 石 鹸 の 構 成 脂 肪 酸 と し て は 、 短 鎖 の 飽 和 脂 肪 酸 で あ る C 1 2 の ラ
ウ リ ン 酸 が 主 に 用 い ら れ て い る 。 こ れ は 、 不 飽 和 脂 肪 酸 は 、 経 時 的 に 酸 化 し て 着 色 し た り
臭 気 が 生 じ た り し 易 く 、 ま た 高 価 で あ る こ と か ら 、 飽 和 脂 肪 酸 が 好 ま れ て い た た め で あ る
。 し か し 、 飽 和 脂 肪 酸 は 融 点 が 高 く 、 ま た 結 晶 化 し 易 い た め に 、 高 濃 度 の 石 鹸 を 含 有 す る
液 状 又 は 流 動 状 の 石 鹸 組 成 物 を 得 難 い と い う 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
従 っ て 、 本 発 明 で は 、 石 鹸 を 構 成 す る 脂 肪 酸 の 65重 量 ％ 以 上 、 特 に 70重 量 ％ 以 上 、 さ ら に
特 に 75重 量 ％ 以 上 を 不 飽 和 脂 肪 酸 と す る こ と が 好 ま し い 。 石 鹸 を 構 成 す る 脂 肪 酸 の 全 部 が
不 飽 和 脂 肪 酸 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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不 飽 和 脂 肪 酸 の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 は 、 炭 素 数 16～ 22程 度 、 好 ま し く は 炭 素
数 16～ 18程 度 の 不 飽 和 脂 肪 酸 を 用 い れ ば よ い 。 炭 素 数 16～ 22の 不 飽 和 脂 肪 酸 と し て パ ル ミ
ト オ レ イ ン 酸 （ C 1 6 ） 、 オ レ イ ン 酸 （ C 1 8 ） 、 エ ラ イ ジ ン 酸 （ C 1 8 ） 、 リ ノ ー ル 酸 （ C 1 8 ） 、
リ ノ レ ン 酸 （ C 1 8 ） 、 ア ラ キ ド ン 酸 （ C 2 0 ） 、 セ ト レ イ ン 酸 （ C 2 2 ） 、 エ ル カ 酸 （ C 2 2 ） 、 ブ
ラ シ ジ ン 酸 （ C 2 2 ） 等 が 挙 げ ら れ る 。 特 に 、 パ ル ミ ト オ レ イ ン 酸 、 オ レ イ ン 酸 及 び リ ノ ー
ル 酸 が 好 ま し く 、 オ レ イ ン 酸 及 び リ ノ ー ル 酸 が よ り 好 ま し い 。 不 飽 和 脂 肪 酸 は １ 種 を 単 独
で 又 は ２ 種 以 上 を 混 合 し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 発 明 の 組 成 物 に お い て は 、 特 に 構 成 脂 肪 酸 に 占 め る オ レ イ ン 酸 及 び ／ 又 は リ ノ ー ル 酸 の
比 率 が 65重 量 ％ 以 上 、 特 に 70重 量 ％ 以 上 、 さ ら に 特 に 75重 量 ％ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い
。 ま た 、 オ レ イ ン 酸 と リ ノ ー ル 酸 と の 比 率 は 、 酸 化 安 定 性 や 着 色 安 定 性 の 点 か ら オ レ イ ン
酸 が 多 い 方 が 好 ま し い 。 構 成 脂 肪 酸 の 全 部 が オ レ イ ン 酸 及 び ／ 又 は リ ノ ー ル 酸 で あ っ て も
構 わ な い 。 構 成 脂 肪 酸 の 全 部 が オ レ イ ン 酸 で あ る こ と が 最 も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 脂 肪 酸 の う ち 飽 和 脂 肪 酸 の 種 類 も 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 は 、 炭 素 数 6～ 22程 度
、 好 ま し く は 炭 素 数 10～ 18程 度 の 飽 和 脂 肪 酸 を 用 い れ ば よ い 。 炭 素 数 6～ 22の 飽 和 脂 肪 酸
と し て は 、 カ プ ロ ン 酸 （ C 6 ） 、 エ ナ ン ト 酸 （ C 7 ） 、 カ プ リ ル 酸 （ C 8 ） 、 ペ ラ ル ゴ ン 酸 （ C 9
） 、 カ プ リ ン 酸 （ C 1 0 ） 、 ウ ン デ シ ル 酸 （ C 1 1 ） 、 ラ ウ リ ン 酸 （ C 1 2 ） 、 ト リ デ シ ル 酸 （ C 1 3
） 、 ミ リ ス チ ン 酸 （ C 1 4 ） 、 ペ ン タ デ シ ル 酸 （ C 1 5 ） 、 パ ル ミ チ ン 酸 （ C 1 6 ） 、 ヘ プ タ デ シ
ル 酸 （ C 1 7 ） 、 ス テ ア リ ン 酸 （ C 1 8 ） 、 ノ ナ デ カ ン 酸 （ C 1 9 ） 、 ア ラ キ ジ ン 酸 （ C 2 0 ） 、 ベ ヘ
ン 酸 （ C 2 2 ） 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ れ ら の 中 で は ラ ウ リ ン 酸 （ C 1 2 ） や ミ リ ス チ ン 酸 （ C 1 4 ） 等 が 好 ま し く 、 ラ ウ リ ン 酸 （ C 1
2 ） が よ り 好 ま し い 。 飽 和 脂 肪 酸 は １ 種 を 単 独 で 又 は ２ 種 以 上 を 混 合 し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
脂 肪 酸 の 由 来 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 天 然 油 脂 由 来 の 脂 肪 酸 又 は 合 成 脂 肪 酸 の い ず れ も 使 用 で
き る 。 天 然 油 脂 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 大 豆 油 、 ト ウ モ ロ コ シ 油 、 米 ぬ か
油 、 菜 種 油 、 綿 実 油 、 ヤ シ 油 、 パ ー ム 核 油 、 パ ー ム 油 、 豚 脂 、 牛 脂 、 オ リ ー ブ 油 、 ツ バ キ
油 、 ヒ マ シ 油 、 ア マ ニ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 、 落 花 生 油 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
構 成 脂 肪 酸 の う ち 不 飽 和 脂 肪 酸 が 65重 量 ％ 以 上 で あ る 天 然 油 と し て は 、 大 豆 油 、 ト ウ モ ロ
コ シ 油 、 米 ぬ か 油 、 菜 種 油 、 綿 実 油 等 が 挙 げ ら れ る 。 従 っ て 、 こ れ ら の 油 脂 か ら 調 製 し た
脂 肪 酸 を 用 い る こ と に よ り 脂 肪 酸 の 65重 量 ％ 以 上 が 不 飽 和 脂 肪 酸 で あ る 石 鹸 を 調 製 で き る
。 大 豆 油 及 び 菜 種 油 は 、 １ 分 子 中 に 不 飽 和 結 合 を ３ 個 有 す る リ ノ レ ン 酸 を 含 む こ と か ら 酸
化 に 対 し て や や 不 安 定 で あ る 。 従 っ て 、 大 豆 油 又 は 菜 種 油 か ら 調 製 さ れ た 脂 肪 酸 は 、 さ ら
に 部 分 水 添 す る こ と に よ り リ ノ レ ン 酸 を 減 少 さ せ て か ら 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 大 豆 油 、 ト ウ モ ロ コ シ 油 、 米 ぬ か 油 、 菜 種 油 又 は 綿 実 油 等 に 、 不 飽 和 脂 肪 酸 の 比 率
が 65重 量 ％ 未 満 の 油 脂 を 混 合 使 用 す る 場 合 は 、 両 者 の 混 合 比 率 を 調 整 す る こ と に よ り 、 全
体 と し て 不 飽 和 脂 肪 酸 比 率 が 65重 量 ％ 以 上 に な る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
原 料 油 脂 と し て は 、 ヤ シ 油 、 パ ー ム 油 、 パ ー ム 核 油 、 豚 脂 、 牛 脂 等 を 用 い る こ と が 好 ま し
く 、 ヤ シ 油 や パ ー ム 核 油 を 用 い る こ と が よ り 好 ま し い 。

石 鹸 を 構 成 す る 対 カ チ オ ン と し て は 、 石 鹸 の 対 カ チ オ ン と し て 通 常 使 用 さ れ る も の で あ れ
ば よ く 、 例 え ば カ リ ウ ム イ オ ン 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 、 ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン 等 が 挙 げ ら れ る
。 対 カ チ オ ン は １ 種 を 単 独 で 又 は ２ 種 以 上 混 合 し て 使 用 で き る 。 石 鹸 の 溶 解 性 を 高 め る 上
で 、 カ リ ウ ム イ オ ン 、 ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン あ る い は ト リ エ タ ノ ー ル ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン な
ど の 各 種 の ア ル カ ノ ー ル ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン が 好 ま し い 。 さ ら に 低 コ ス ト で あ る 点 で カ リ
ウ ム イ オ ン が よ り 好 ま し い 。
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本 発 明 の 石 鹸 組 成 物 に は 、 液 体 石 鹸 に 通 常 添 加 さ れ る 各 種 の 添 加 剤 が 含 ま れ て い て よ い 。
こ の よ う な 添 加 剤 と し て 、 EDTA、 ASDA、 GLUDAの よ う な キ レ ー ト 化 剤 ； 香 料 ； 着 色 剤 ； pH
調 製 剤 ； 各 種 の 加 脂 剤 ； 参 加 に よ る 着 色 や 酸 化 臭 の 防 止 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 添 加 剤 の 濃 度
は 、 目 的 と す る 石 鹸 濃 度 が 得 ら れ る 範 囲 と す れ ば よ い 。

本 発 明 の 石 鹸 組 成 物 の 製 造 方 法 は 、
(i)  脂 肪 酸 と 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル か ら
な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 と 、 ア ル カ リ と を 混 合 す る こ と に よ り 脂 肪 酸 を
ケ ン 化 す る 工 程 と 、
(ii)　 工 程 (i)で 得 ら れ た 混 合 液 の 溶 剤 濃 度 を １ ～ 35重 量 ％ に 調 整 す る 工 程 と
を 含 む 方 法 で あ る 。

石 鹸 含 有 量 が 35重 量 ％ 以 上 で あ る 石 鹸 組 成 物 を 得 る た め に 、 高 濃 度 で 脂 肪 酸 を ケ ン 化 す る
と 、 反 応 液 中 に 高 濃 度 の 石 鹸 と 脂 肪 酸 と が 生 じ て ゲ ル 化 し 、 撹 拌 が 困 難 に な る 。 従 っ て 、
本 発 明 方 法 で は 、 目 的 と す る 石 鹸 組 成 物 中 に 存 在 さ せ る べ き 溶 剤 の 全 部 又 は 一 部 を 、 ケ ン
化 工 程 で 添 加 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
工 程 (i)で は 、 脂 肪 酸 と 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア ル コ ー ル エ ー
テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 と を 混 合 す る と 同 時 又 は そ の 後 に 、 こ
の 混 合 物 に ア ル カ リ を 混 合 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 脂 肪 酸 、 溶 剤 及 び ア ル カ リ を 一
度 に 混 合 し て も よ く 、 又 は 、 脂 肪 酸 と 溶 剤 と の 混 合 物 に ア ル カ リ を 混 合 し て も よ い 。 な お
、 高 濃 度 の 脂 肪 酸 の ケ ン 化 に よ り 反 応 液 の ゲ ル 化 が 生 じ な い 範 囲 で あ れ ば 、 脂 肪 酸 と ア ル
カ リ と を 混 合 し た 直 後 に 溶 剤 を 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 工 程 (i)に お け る 混 合 液 に は 、 溶 媒 と し て 水 が 含 ま れ る が 、 水 は 、 当 初 か ら 脂 肪 酸
に 添 加 し て お い て も よ く 、 又 は 、 ア ル カ リ 水 溶 液 と し て ア ル カ リ と と も に 添 加 し て も よ い
。 通 常 は 、 ア ル カ リ 水 溶 液 と し て 水 を 添 加 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
工 程 (i)で は 、 ケ ン 化 反 応 液 中 の 脂 肪 酸 濃 度 を 29重 量 ％ 以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ケ ン 化 工 程 (i)に お け る 溶 剤 の 使 用 量 は 、 脂 肪 酸 に 対 し て 通 常 3重 量 ％ 以 上 、 特 に 10重 量 ％
以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 ア ル カ リ の 使 用 量 は 、 そ の 種 類 に よ っ て 異 な る が 、 脂 肪 酸 に 対 し て ケ ン 化 等 量 を 添
加 す る の が 好 ま し い 。 多 量 の ア ル カ リ の 添 加 は 肌 荒 れ や 手 荒 れ の 原 因 と な る 。 一 方 、 ア ル
カ リ が 少 な い と 、 余 分 な 脂 肪 酸 に よ り 洗 浄 力 が 減 少 す る 要 因 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
工 程 (i)で は 高 濃 度 の 脂 肪 酸 を ケ ン 化 す る た め 、 中 和 熱 に よ る 温 度 上 昇 が 激 し い 。 従 っ て
、 水 分 や 溶 剤 の 気 化 あ る い は 高 温 に よ る 着 色 や 酸 化 臭 の 増 加 を 防 止 す る た め 、 反 応 液 を 冷
却 す る こ と に よ り 、 40～ 65℃ 程 度 の 温 度 に 保 つ こ と が 好 ま し い 。

工 程 (i)で 、 目 的 と す る 石 鹸 組 成 物 中 に 含 ま せ る べ き 溶 剤 の 一 部 を 添 加 し た 場 合 は 、 残 余
の 溶 剤 を 添 加 す る こ と に よ り 、 溶 剤 濃 度 を 目 的 濃 度 に 調 製 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
溶 剤 と し て ア ル コ ー ル と 多 価 ア ル コ ー ル 及 び ／ 又 は 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル と を 併 用 す る
場 合 は 、 中 和 熱 に よ る ア ル コ ー ル の 気 化 を 抑 え る た め に 、 工 程 (i)で 主 に 多 価 ア ル コ ー ル
及 び ／ 又 は 多 価 ア ル コ ー ル エ ー テ ル を 添 加 し 、 工 程 (ii)で 主 に 低 級 一 価 ア ル コ ー ル を 添 加
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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工 程 (i)及 び 工 程 (ii)に よ り 、 石 鹸 濃 度 35重 量 ％ 以 上 の 、 液 状 又 は 流 動 性 を 有 す る 石 鹸 組
成 物 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
な お 、 工 程 (i)で 目 的 と す る 石 鹸 組 成 物 中 に 含 ま れ る べ き 溶 剤 の 全 量 を 添 加 し た 場 合 は 、
溶 剤 濃 度 の 調 製 工 程 (ii)は 勿 論 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 キ レ ー ト 化 剤 、 香 料 、 着 色 剤 、 pH調 製 剤 、 各 種 の 加 脂 剤 、 安 定 化 剤 等 の 添 加 剤 は 、
工 程 (i)、 工 程 (ii)及 び そ の 後 の い ず れ の 段 階 で 添 加 し て も よ い 。 通 常 は 、 液 状 又 は 流 動
状 の 石 鹸 組 成 物 が 生 成 し た 後 に 添 加 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 常 温 下 で 従 来 よ り 高 濃 度 の 石 鹸 を 含 有 す る 液 状 又 は 流 動 状 の 石 鹸 組 成 物
及 び そ の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
さ ら に い え ば 、 本 発 明 の 石 鹸 組 成 物 は 、 低 級 一 価 ア ル コ ー ル 、 多 価 ア ル コ ー ル 及 び 多 価 ア
ル コ ー ル エ ー テ ル か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 の 溶 剤 を １ ～ 35重 量 ％ 含 有 す る
た め に 、 液 状 又 は 流 動 状 を 保 ち つ つ 35重 量 ％ 以 上 と い う 高 濃 度 の 石 鹸 を 含 有 す る も の と な
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 石 鹸 組 成 物 は 、 脂 肪 酸 中 の 不 飽 和 脂 肪 酸 比 率 を 高 め る こ と に よ り 、 石 鹸 濃
度 を 一 層 高 く す る こ と が で き る 。 特 に 不 飽 和 脂 肪 酸 比 率 を 65重 量 ％ 以 上 に す る こ と に よ り
、 安 価 に 製 造 で き る カ リ ウ ム 石 鹸 を 使 用 し て 、 50重 量 ％ 程 度 以 上 と い う 高 濃 度 の 石 鹸 を 含
有 す る 液 状 又 は 流 動 状 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
高 濃 度 の 石 鹸 は 、 包 装 容 器 を 小 さ く す る こ と が で き る た め 、 そ の 分 流 通 及 び 保 管 の コ ス ト
が 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 実 施 例 を 示 し て 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。 以 下 の 実 施 例 で 「 部 」 と あ る の は 特 に 言 及 し な い 限 り 「 重 量 部 」 を 表
す 。

以 下 の 実 施 例 及 び 比 較 例 に お い て 、 各 組 成 物 が 液 状 で あ る か 否 か は 、 25℃ の 温 度 下 で 、 「
危 険 物 確 認 試 験 実 施 マ ニ ュ ア ル 」 （ 新 日 本 法 規 出 版 株 式 会 社 、 平 成 ２ 年 ５ 月 18日 発 行 ） の
第 92～ 93頁 に 記 載 の 方 法 に 従 っ て 判 定 し た 。 簡 単 に 説 明 す る と 、 25℃ 下 で 、 内 径 30mm、 高
さ 120mmの 平 底 円 筒 形 試 験 管 内 に 高 さ 55mmの 位 置 ま で 被 験 物 質 を 満 た し 、 こ の 試 験 管 を 水
平 に 倒 す 。 倒 し て か ら 90秒 以 内 に 被 験 物 質 が 、 試 験 管 の 底 部 か ら 85mmの 位 置 ま で 到 達 す る
場 合 は 、 被 験 物 質 が 液 状 で あ る と 判 定 す る 。

以 下 の 実 施 例 及 び 比 較 例 の 各 組 成 物 は 、 以 下 に 述 べ る 方 法 で 流 動 性 の 有 無 を 判 定 し た 。 す
な わ ち 、 底 面 が 直 径 15mmの 円 形 を し た 20グ ラ ム の 分 銅 を 被 験 石 鹸 組 成 物 上 に 載 せ 、 5分 後
に １ mm以 上 沈 む も の を 流 動 性 あ り と 判 定 し た 。

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル 5部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 5.5部 及 び 水 酸 化 カ リ ウ
ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち つ
つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル 2.3部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ
り 、 石 鹸 純 分 を 55.5重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 23.3重 量 ％ 含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸
組 成 物 が 得 ら れ た 。

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の エ チ レ ン グ リ コ ー ル 6部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 5.5部 及 び 水 酸
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化 カ リ ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 60℃ 程 度
に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 温 度 を 50℃ 程 度 に 冷 却 し 、 エ タ ノ ー ル ６ 部 を 添 加 し
、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 48.3重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 16.7重 量 ％
及 び エ チ レ ン グ リ コ ー ル を 16.7重 量 ％ （ 合 計 33.3重 量 ％ ） 含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸 組 成 物 が
得 ら れ た 。

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 6部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 5.5部 及 び 水
酸 化 カ リ ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 60℃ 程
度 に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 温 度 を 50℃ 程 度 に 冷 却 し 、 エ タ ノ ー ル ６ 部 を 添 加
し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 48.3重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 16.7重 量
％ 及 び プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル を 16.7重 量 ％ （ 合 計 33.3重 量 ％ ） 含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸 組 成
物 が 得 ら れ た 。

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ６ 部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 5.5部 及 び
水 酸 化 カ リ ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 60℃
程 度 に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 温 度 を 50℃ 程 度 に 冷 却 し 、 エ タ ノ ー ル ５ 部 を 添
加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 49.7重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 14.3重
量 ％ 及 び プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル を 17.1重 量 ％ （ 合 計 31.4重 量 ％ ） 含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸 組
成 物 が 得 ら れ た 。

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ９ 部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 5.5部 及 び
水 酸 化 カ リ ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 60℃
程 度 に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 温 度 を 50℃ 程 度 に 冷 却 し 、 エ タ ノ ー ル ２ 部 を 添
加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 49.7重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 5.7重
量 ％ 及 び プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル を 25.7重 量 ％ （ 合 計 31.4重 量 ％ ） 含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸 組
成 物 が 得 ら れ た 。

溶 剤 を 添 加 せ ず に 高 濃 度 の 石 鹸 組 成 物 を 製 造 し た 。 す な わ ち 、 米 脂 肪 酸 15部 に 、 水 15.8部
及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 60～ 70℃ に 保 ち つ
つ 30分 間 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 50.7重 量 ％ 含 有 す る 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た が
、 こ の 組 成 物 は ゲ ル 化 し て い た 。

精 製 ヤ シ 油 脂 肪 酸 15部 を 加 熱 に よ り 液 体 と し 、 こ れ に 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル 7部 を 混 合
し 溶 解 さ せ た 。 こ の 溶 液 に 水 5.5部 及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム 4.3部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加
し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下
で エ タ ノ ー ル 3部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 51.5重 量 ％ 、 溶 剤 と し て
の エ タ ノ ー ル を 28.7重 量 ％ 含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
な お 、 使 用 し た 精 製 ヤ シ 油 脂 肪 酸 は 、 そ の 殆 ど が ラ ウ リ ン 酸 で あ る 。

精 製 ヤ シ 油 脂 肪 酸 15部 を 加 熱 に よ り 液 体 と し 、 こ れ に 溶 剤 と し て の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル
３ 部 及 び エ タ ノ ー ル ４ 部 と を 混 合 し 溶 解 さ せ た 。 こ の 溶 液 に 水 5.5部 及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム 4
.3部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち つ つ 30
分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル ３ 部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石
鹸 純 分 を 51.5重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 20.1重 量 ％ 及 び プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル を
8.6重 量 ％ （ 合 計 28.7重 量 ％ ） 含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た 。

溶 剤 を 添 加 せ ず に 高 濃 度 の 石 鹸 組 成 物 を 製 造 し た 。 す な わ ち 、 精 製 ヤ シ 油 脂 肪 酸 15部 を 加
熱 に よ り 液 体 と し 、 こ れ に 、 よ く 攪 拌 し な が ら 水 17.5部 及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム 4.3部 か ら な
る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 60～ 70℃ に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、
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実 施 例 ６

実 施 例 ７

比 較 例 ２



石 鹸 純 分 を 48.7重 量 ％ 含 有 す る 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た が 、 こ の 組 成 物 は ゲ ル 化 し て い た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
実 施 例 １ ～ ５ 及 び 比 較 例 １ の 組 成 及 び 結 果 を 以 下 の 表 １ に 示 し 、 実 施 例 ６ 、 ７ 及 び 比 較 例
２ の 組 成 及 び 結 果 を 以 下 の 表 ２ に 示 す 。 表 中 の 状 態 は 、 常 温 （ 25℃ ） で の 状 態 を 示 し た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ６ 】
表 １ 及 び 表 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 溶 剤 を １ ～ 35重 量 ％ の 範 囲 で 含 む 実 施 例 １ ～ ７ の 石 鹸
組 成 物 で は 、 50重 量 ％ 程 度 の 高 濃 度 で 石 鹸 を 含 有 す る 液 状 の 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た 。 こ れ
に 対 し て 、 溶 剤 を 含 ま な い 比 較 例 １ 及 び ２ の 石 鹸 組 成 物 で は 、 50重 量 ％ 程 度 の 石 鹸 を 含 有
す る 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た が 、 そ の 状 態 は 液 状 又 は 流 動 状 で は な く 、 ゲ ル 化 し て お り 、 実
用 し 難 い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ま た 、 表 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 構 成 脂 肪 酸 の 殆 ど が 飽 和 脂 肪 酸 で あ る 場 合 も 溶 剤 濃 度 を
28.7重 量 ％ と 比 較 的 高 く す る こ と に よ り 、 50重 量 ％ 程 度 の 高 濃 度 の 石 鹸 を 含 有 す る 液 状 組
成 物 が 得 ら れ た 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル 3  部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 27部 及 び 水 酸 化 カ リ
ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち
つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル 1部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ
り 、 石 鹸 純 分 を 35.1重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 8.1重 量 ％ 含 有 す る 流 動 状 の 石 鹸
組 成 物 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
な お 、 こ の 石 鹸 組 成 物 は 、 薬 さ じ で 撹 拌 し た と こ ろ 、 後 述 す る 実 施 例 10又 は 11の 石 鹸 組 成
物 が 液 状 で あ る の に 対 し て 粘 性 ゲ ル 状 と い え る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル 4  部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 25部 及 び 水 酸 化 カ リ
ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち
つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル 2部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ
り 、 石 鹸 純 分 を 35.1重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 12.1重 量 ％ 含 有 す る 流 動 状 の 石 鹸
組 成 物 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
な お 、 こ の 石 鹸 組 成 物 は 、 薬 さ じ で 撹 拌 し た と こ ろ 、 後 述 す る 実 施 例 10又 は 11の 石 鹸 組 成
物 が 液 状 で あ る の に 対 し て 低 粘 性 ゲ ル 状 と い え る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル 4  部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 22部 及 び 水 酸 化 カ リ
ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち
つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル 5部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ
り 、 石 鹸 純 分 を 35.1重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 18.2重 量 ％ 含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸
組 成 物 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル 4  部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 21部 及 び 水 酸 化 カ リ
ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち
つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル 6部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ
り 、 石 鹸 純 分 を 35.1重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 20.2重 量 ％ 含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸
組 成 物 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】

溶 剤 を 添 加 せ ず に 高 濃 度 の 石 鹸 組 成 物 を 製 造 し た 。 す な わ ち 、 米 脂 肪 酸 15部 に 、 水 31部 及
び 水 酸 化 カ リ ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 60～ 70℃ に 保 ち つ つ 3
0分 間 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 35.1重 量 ％ 含 有 す る 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た が 、
こ の 組 成 物 は ゲ ル 化 し て い た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
実 施 例 ８ ～ 11及 び 比 較 例 ３ の 組 成 及 び 結 果 を 以 下 の 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 表 ３ 】
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実 施 例 ８

実 施 例 ９

実 施 例 10

実 施 例 11

比 較 例 ３



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ７ 】
表 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 溶 剤 濃 度 １ ～ 35重 量 ％ の 範 囲 内 で 、 実 施 例 ８ ～ 11の 石 鹸 組 成 物
の 状 態 は 流 動 状 又 は 液 状 で あ っ た 。

ラ ウ リ ン 酸 5.3部 及 び 米 脂 肪 酸 9.8部 と 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル 8部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 2
2部 及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム 3.８ 部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と
よ り 50℃ 程 度 に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル 1部 を 添 加 し 、
撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 35.4重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 18.0重 量 ％ 含
有 す る 液 体 状 の 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】

ラ ウ リ ン 酸 5.3部 及 び 米 脂 肪 酸 9.8部 と 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル 8  部 と を 混 合 し 、 さ ら に
水 21部 及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム 3.８ 部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ
と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル 2部 を 添 加 し
、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 35.4重 量 ％ 、 溶 剤 と し て の エ タ ノ ー ル を 20.0重 量 ％
含 有 す る 液 体 状 の 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】

原 料 脂 肪 酸 と し て 飽 和 脂 肪 酸 の み を 使 用 す る と と も に 、 溶 剤 を 添 加 せ ず に 高 濃 度 の 石 鹸 組
成 物 を 製 造 し た 。 す な わ ち 、 ラ ウ リ ン 酸 14.8部 に 、 水 31部 及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム 4.2部 か ら
な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 60～ 70℃ に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り
、 石 鹸 純 分 を 35.3重 量 ％ 含 有 す る 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た が 、 こ の 組 成 物 は 固 化 し て い た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
実 施 例 12、 13及 び 比 較 例 ４ の 組 成 及 び 結 果 を 以 下 の 表 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ８ １ 】
【 表 ４ 】
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【 ０ ０ ８ ２ 】
表 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 溶 剤 濃 度 が 20重 量 ％ 程 度 の 場 合 は 、 不 飽 和 脂 肪 酸 比 率 を 52.2重
量 ％ と 比 較 的 低 く し て も 、 石 鹸 濃 度 35重 量 ％ 程 度 の 液 状 組 成 物 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 8.5部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 5.5部 及 び
水 酸 化 カ リ ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃
程 度 に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル ２ 部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た
。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 50.4重 量 ％ 、 溶 剤 を 30.4重 量 ％ 含 有 す る 液 状 の 石 鹸 組 成 物 が 得
ら れ た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ７ 部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 5.5部 及 び
水 酸 化 カ リ ウ ム 3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃
程 度 に 保 ち つ つ 30分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル ３ 部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た
。 こ れ に よ り 、 石 鹸 純 分 を 51.1重 量 ％ 、 溶 剤 を 29.4重 量 ％ 含 有 す る 液 状 の 石 鹸 組 成 物 が 得
ら れ た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の エ タ ー ル 6部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 3.5部 及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム
3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち つ つ 3
0分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル 1部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石
鹸 純 分 を 59.9重 量 ％ 、 溶 剤 を 24.1重 量 ％ 含 有 す る 液 状 の 石 鹸 組 成 物 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ８ ６ 】

米 脂 肪 酸 15部 と 溶 剤 と し て の エ タ ー ル 5部 と を 混 合 し 、 さ ら に 水 3.5部 及 び 水 酸 化 カ リ ウ ム
3.5部 か ら な る 水 溶 液 を 徐 々 に 添 加 し た 。 反 応 液 を 冷 却 す る こ と よ り 50℃ 程 度 に 保 ち つ つ 3
0分 間 撹 拌 し た 。 さ ら に 、 同 温 度 下 で エ タ ノ ー ル 1部 を 添 加 し 、 撹 拌 し た 。 こ れ に よ り 、 石
鹸 純 分 を 62.1重 量 ％ 、 溶 剤 を 21.4重 量 ％ 含 有 す る 、 粘 性 を 有 す る 液 状 の 石 鹸 組 成 物 が 得 ら
れ た 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
実 施 例 14～ 17の 組 成 及 び 結 果 を 以 下 の 表 ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 表 ５ 】
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【 ０ ０ ８ ９ 】
表 ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 不 飽 和 脂 肪 酸 比 率 及 び 溶 剤 濃 度 を 比 較 的 高 く す る こ と に よ り 、
石 鹸 濃 度 50～ 62重 量 ％ 程 度 の 極 め て 高 濃 度 の 液 状 組 成 物 が 得 ら れ た 。
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